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山形おいしさ極める!米づくりプロジェクト庄内地域本部
JA/全農山形県本部

生産者の皆さん
カメムシ防除の準備はできていますか？

～斑点米カメムシ類の防除ポイント～

カメムシ被害の斑点米が
1,000粒に

２粒入ると ２等米！
４粒入ると ３等米！

アカスジカスミカメ（体長約５㎜） ↑側部加害 ↑しみ状

■各ＪＡと米づくりプロジェクト庄内地域本部では、河川・道路（高速道路）・鉄道線路管理に携わる関係
機関に対し、雑草管理の徹底と“草刈り休止期間”設定への理解と協力を求めています。

作溝、分施が終わると、稲刈りはすぐそこ
です。そして、良質米の出荷には、玄米水
分を適正範囲（14.5～15.0％）に仕上げる
ことが不可欠です！

今年も水分計の
点検を忘れずに！

点検のお申し込みは、最寄りのＪＡに！

お手元の水分計の精度を高め、良質米づくりに努めましょう。

　ＪＡ全農山形では、米麦水分計のメーカー点検
を実施しています。
　点検の申込は、7月14日ころまで！（正確な申
込期限はお近くのＪＡへご確認下さい。）
（この機会を逃すと、別途メーカーまでの往復送料が発生します！）

其の一　出穂２週間前までの草刈りの徹底！
其の二　穂揃期と穂揃期の７～10日後の基本防除を！
其の三　草刈り休止期間の厳守を！
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は
じ
め
に

Ｊ
Ａ
鶴
岡
花
き
振
興
部
会

（
以
下

花
き
振
興
部
会
）が
令

和
４
年
度
、
花
き
振
興
部
会
設

立
以
来
初
め
て
販
売
額
６
億
円

を
達
成
し
ま
し
た
。
近
年
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
、
世
界
情
勢
は
花
き
業
界
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

農
業
者
も
踏
ん
張
り
時
の
数
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

販
売
額
６
億
円
達
成
に
至
る
ま

で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

部
会
発
足
と
経
過

花
き
振
興
部
会
は
当
時
、
県

外
出
荷
へ
向
け
て
、
部
会
員
36

名
で
平
成
元
年
に
設
立
し
ま
し

た
。
平
成
６
年
に
は
、
部
会
員

数
が
1
0
0
名
を
超
え
、
平
成

11
年
に
は
、
販
売
額
５
億
円
を

突
破
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
４

年
度
に
は
、
部
会
員
数
92
名
で

販
売
額
６
億
円
を
達
成
し
、
ま

も
な
く
設
立
35
周
年
を
迎
え
ま

す
。
Ｊ
Ａ
鶴
岡
北
部
集
出
荷
施

設
に
一
元
集
荷
を
行
い「
ち
ょ

っ
と
待
て
そ
の
一
本
が
産
地
を

つ
ぶ
す
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
高

品
質
な
花
き
を
周
年
出
荷
し
実

需
先
か
ら
も
信
頼
産
地
と
し
て

大
き
く
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

取
組
内
容

１
、
組
織
概
要

現
在
、
部
会
組
織
と
し
て
は
、

部
会
長
、
副
部
会
長
の
２
役
を

は
じ
め
と
す
る
、
計
12
名
の
役

員
と
専
門
班
長
で
構
成
し
、
部

会
活
動
運
営
や
販
促
活
動
、
取

引
市
場
と
の
商
談
等
、
組
織
運

営
の
中
核
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

体
制
と
し
て
は
、
ア
ル
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

小
菊
、
ス
ト
ッ
ク
の
４
専
門
部

と
、
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
、
ハ
ボ
タ

ン
、
ユ
リ
、
フ
リ
ー
ジ
ア
、
キ

ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど

荷
日
を
市
場
セ
リ
日
の
２
日
前

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
大
幅
に

相
対
率
を
向
上
し
、
よ
り
一
層

の
安
定
販
売
を
実
現
し
て
お
り

ま
す
。
従
来
よ
り
１
日
早
く
集

荷
す
る
と
い
う
こ
と
は
品
質
低

下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
低
温

と
中
温
の
予
冷
設
備
を
２
段
構

え
と
し
、
品
質
も
維
持
し
て
き

ま
し
た
。
現
状
に
満
足
し
な
い

新
た
な
取
り
組
み
が
花
き
振
興

部
会
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

４
、
販
売
促
進
活
動

有
利
販
売
を
行
う
べ
く
、
年

間
を
通
し
販
促
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、

取
引
市
場
へ
の
視
察
や
産
地
に

JA鶴岡花き振興部会
販売額６億円達成へ向けた取り組み

複
数
の
専
門
班
体
制
を
と
り
、

周
年
を
通
し
産
地
鶴
岡
の
花
き

を
出
荷
で
き
る
よ
う
、
計
39
品

目
の
作
付
け
を
行
う
こ
と
で
強

み
を
見
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
作
付
け
人
数
や
取
扱
量
に

関
わ
ら
ず
販
促
推
進
を
行
い
、

ど
ん
な
品
目
で
も
安
定
し
て
生

産
販
売
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

と
っ
て
い
る
こ
と
も
年
々
販
売

額
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
※
表
１
生
産
品

目
出
荷
時
期

２
、
組
織
活
動

一
概
に
花
き
と
言
っ
て
も
、

品
目
は
多
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
品
目
に
色
や
特
性
も
違
う
品

種
が
あ
り
ま
す
。
複
数
あ
る
品

目
を
作
り
こ
な
し
、
高
品
質
出

荷
を
行
う
た
め
に
各
品
目
で
次

の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
ト
レ
ン
ド
に
合
い
品
質
よ
く

生
産
し
や
す
い
品
種
を
選
定
す

る
為
の
品
種
検
討
会
。
②
生
産

安
定
や
品
質
向
上
の
為
の
栽
培

講
習
会
。
③
各
生
産
者
が
情
報

共
有
し
生
産
に
つ
い
て
協
議
し

あ
う
圃
場
巡
回
。
④
出
荷
市
場

へ
出
荷
時
期
や
品
質
等
を
繋
ぐ

為
の
圃
場
格
付
け
。
⑤
品
質
の

統
一
を
行
う
為
の
出
荷
前
目
揃

え
会
。
⑥
次
年
度
へ
向
け
、
よ

招
い
て
の
販
促
会
議
を
の
べ
11

回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
取

引
市
場
へ
の
宝
船
の
提
供
や
切

り
花
の
展
示
、
地
元
小
学
校
へ

の
花
育
活
動
な
ど
、
鶴
岡
産
花

き
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お

り
ま
す
。
主
要
取
引
市
場
の
㈱

フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
様（
以
下

Ｆ
Ａ
Ｊ
）よ
り
、

Ｆ
Ａ
Ｊ
取
引
先
の
中
か
ら
、
品

種
、
企
画
商
品
、
取
組
み
な
ど

優
れ
て
い
た
生
産
者
や
産
地
の

う
ち
、
年
間
の
ベ
ス
ト
産
地
を

表
彰
す
る
Ｆ
Ａ
Ｊ
オ
ブ
ザ
イ
ヤ

ー
を
受
賞
し
ま
し
た
。
積
極
的

な
、
販
促
活
動
や
花
き
の
魅
力

発
信
、
情
報
収
集
が
部
会
発
展

の
鍵
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

写真１.北部集出荷場集荷物

写真２.宝船展示

表１. 生産品目出荷時期（着色部分：出荷時期）

写真３.ＦＡＪオブザイヤー表彰式

り
良
い
生
産
出
荷
を
行
う
べ
く
、

生
産
者
や
取
引
市
場
担
当
者
、

庄
内
技
術
普
及
課
等
の
関
係
者

で
実
施
す
る
実
績
検
討
会
。
一

連
の
活
動
が
あ
り
、
安
定
生
産

や
高
単
価
で
の
販
売
継
続
を
可

能
と
し
て
お
り
ま
す
。

３
、
新
た
な
取
り
組
み
と
挑
戦

設
立
以
来
、
花
き
振
興
部
会

で
は
複
数
の
新
た
な
取
り
組
み

を
行
い
、
安
定
生
産
販
売
へ
と

繋
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
販

売
活
動
を
行
う
際
に
、
取
引
市

場
の
み
と
商
談
す
る
こ
と
が
多

い
中
、
平
成
21
年
度
に
は
、
実

需
先
で
あ
る
小
売
や
仲
卸
業
者

と
の
意
見
交
換
を
目
的
に
、
産

地
に
招
待
し
鶴
岡
産
花
き
の
良

さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
為
の
、

「
花
想（
は
な
そ
う
）～
き
て
み

っ
ち
ゃ
の
鶴
岡
～
」を
初
開
催

し
ま
し
た
。
鶴
岡
の
気
候
、
生

産
、
出
荷
方
法
な
ど
を
共
有
し
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
産
地
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
ま
す
。
次

に
、
昨
今
花
き
業
界
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
前
売
り
が

主
流
と
な
っ
て
お
り
、
出
荷
品

目
情
報
を
い
ち
早
く
販
売
先
に

提
供
す
る
こ
と
が
有
利
販
売
に

繋
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

平
成
29
年
に
い
ち
早
く
花
き
集

三　浦　　　拓営農販売部生産振興課　園芸指導係

品　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

アルストロメリア
トルコギキョウ

小菊
ストック

スプレーストック
ＯＨユリ

スプレーギク
ハボタン
フリージア
ヒマワリ
金魚草
リンドウ
その他 花き

その他花き：ラナンキュラス、アスター、カンパニュラ、輪菊、リアトリス、
ケイトウ、バラ、ダリア、ユーカリ、シレネ、カスミソウ　他

さ
い
ご
に

現
在
、
高
齢
化
、
労
働
力
不

足
、
物
価
高
騰
等
、
農
業
を
取

り
巻
く
課
題
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
し
か
し
、
花
き
振
興
部
会

で
は
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、

遊
休
農
地
に
作
付
け
可
能
な
露

地
品
目
の
リ
ン
ド
ウ
を
は
じ
め
、

空
き
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
ヒ
マ

ワ
リ
や
ハ
ボ
タ
ン
な
ど
の
省
力

化
や
安
定
し
た
販
売
が
見
込
め

る
品
目
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

年
間
販
売
額
６
億
円
を
継
続
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
更
な
る
発

展
を
す
る
べ
く
生
産
者
と
Ｊ
Ａ

が
一
丸
と
な
り
活
動
し
て
い
ま

す
。
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は
じ
め
に

豚
増
殖
性
腸
炎
は
、
ロ
ー
ソ

ニ
ア
イ
ン
ト
ラ
セ
ル
ラ
リ
ス
と

い
う
細
菌（
以
下
ロ
ー
ソ
ニ
ア

菌
と
い
う
。）が
原
因
で
起
こ
る

豚
の
下
痢
症
で
す
。

症
状
は
軽
度
の
下
痢
や
発
育

不
良
の
み
を
生
じ
る
慢
性
例
や
、

多
量
の
出
血
便
あ
る
い
は
黒
色

タ
ー
ル
状
の
便
を
排
泄
し
て
死

亡
す
る
急
性
例
が
あ
り
ま
す
。

豚
増
殖
性
腸
炎
に
陥
っ
た
豚
は
、

腸
内
で
出
血
し
貧
血
に
な
る
た

め
、
体
表
が
白
っ
ぽ
く
見
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
豚
を
解
剖
す
る
と
、
小
腸
粘

膜
の
出
血
や
肥
厚
が
確
認
さ
れ

ま
す（
写
真
１
）。
慢
性
例
の
発

育
不
良
や
豚
群
に
お
け
る
発
育

の
ば
ら
つ
き
は
、
小
腸
粘
膜
の

障
害
に
よ
る
栄
養
吸
収
障
害
に

起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。豚

増
殖
性
腸
炎
は
感
染
力
が

強
く
、
明
確
な
症
状
を
出
さ
ず

に
生
産
性
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、

経
済
的
損
失
が
大
き
な
疾
病
で

す
。
山
形
県
内
の
飼
養
豚
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
93
％
の
農
場

で
感
染
豚
が
確
認
さ
れ
、
こ
の

疾
病
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た（
平
成
27
年
度

表１.６週齢飲水投与　純粋種　各区４母豚分

養
豚
研
究
所
調
べ
）。

今
回
、
本
病
に
有
効
な
経
口

生
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
養
豚

研
究
所
内
の
試
験
豚
で
投
与
法

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

一
、
投
与
方
法

一
般
的
に
は
３
～
４
週
齢
の

離
乳
時
に
専
用
の
投
与
器
を
用

い
た
経
口
投
与
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ロ
ー
ソ
ニ
ア
菌
の
感

染
時
期
を
推
定
し
た
上
で
離
乳

後
に
飲
水
投
与
を
行
う
手
法
も

あ
り
ま
す
。

経
口
ワ
ク
チ
ン
は
３
週
齢
以

降
の
子
豚
に
投
与
し
ま
す
。
注

意
点
と
し
て
、
免
疫
付
与
が
完

成
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
感
染
の
３
週
間
以
上
前

に
投
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
確
実
な
投
与
効
果
を
得
る

た
め
に
は
農
場
内
の
野
外
株
に

よ
る
感
染
時
期
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
は

抗
体
検
査
を
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ

ー
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

生
ワ
ク
チ
ン
で
す
の
で
投
与
の

前
後
３
日
間
は
一
切
の
抗
生
剤

の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
飲
水
投
与
法
の
検
討

離
乳
時
の
経
口
投
与
で
は
、

子
豚
を
保
定
し
、
投
与
器
の
先

を
喉
の
奥
へ
差
し
込
み
、
規
定

量
の
ワ
ク
チ
ン
溶
液
を
注
入
し

ま
す（
写
真
２
）が
、
一
頭
ご
と

に
、
保
定
役
と
二
人
一
組
で
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
、
離
乳
直

後
の
感
染
症
へ
の
抵
抗
力
が
低

下
す
る
時
期
に
、
抗
生
剤
の
使

用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
課
題

で
す
。

そ
こ
で
、
養
豚
研
究
所
で
は

離
乳
後
の
飲
水
投
与
法
を
検
討

し
ま
し
た
。
事
前
の
抗
体
検
査

に
よ
り
研
究
所
内
で
は
９
週
齢

前
後
に
ロ
ー
ソ
ニ
ア
菌
野
外
株

に
感
染
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
研
究
所
内
の
純

粋
種
試
験
豚
の
う
ち
４
母
豚
分

の
子
豚
に
つ
い
て
、
感
染
の
３

週
間
前
の
６
週
齢
時
に
飲
水
投

与
を
行
い
ま
し
た
。

飲
水
投
与
は
添
加
器
を
使
う
方

法
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
こ
で

は
よ
り
簡
便
な
設
置
式
の
飲
水

桶
を
使
用
し
ま
し
た
。（
写
真

３
）写

真
の
飲
水
桶
は
フ
ッ
ク
で

高
床
に
固
定
可
能
で
あ
り
、
サ

イ
フ
ォ
ン
式
と
な
っ
て
い
る
た

め
安
定
し
て
大
量
の
給
水
が
可

能
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
０
・
25
％
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
水
溶
液
に
溶
か
し
て

用
い
ま
し
た
。（
写
真
４
）ス
キ

ム
ミ
ル
ク
を
添
加
す
る
こ
と
で

水
道
水
中
の
残
留
塩
素
か
ら
ワ

ク
チ
ン
株
を
保
護
し
、
子
豚
の

嗜
好
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

狙
い
ま
し
た
。
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

を
添
加
し
な
い
場
合
は
チ
オ
硫

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
素
中
和
剤
）

を
加
え
て
く
だ
さ
い
。

飲
水
投
与
の
場
合
、
時
間
と

と
も
に
ワ
ク
チ
ン
の
力
価（
効

力
）が
下
が
り
ま
す
の
で
、
規

定
量
を
４
時
間
以
内
に
摂
取
で

き
る
よ
う
ワ
ク
チ
ン
濃
度
を
調

整
し
ま
す
。
少
量
す
ぎ
る
と
個

体
ご
と
の
飲
水
量
の
ば
ら
つ
き

が
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
ち

ょ
う
ど
４
時
間
で
無
く
な
る
量

が
最
適
で
す
。
養
豚
研
究
所
の

場
合
は
、
制
限
給
水
も
併
せ
て

実
施
し
た
上
で
、
一
頭
あ
た
り

０
・
４
リ
ッ
ト
ル
で
調
製
し
ま

し
た
。
な
お
、
飲
水
量
の
１
割

ほ
ど
は
こ
ぼ
し
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
の
ロ
ス
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
写
真
５
）

飲
水
投
与
後
、
５
～
６
か
月

齢
の
出
荷
時
に
ワ
ク
チ
ン
を
投

与
し
た
豚
と
非
投
与
の
豚
の
間

で
発
育
成
績
を
比
較
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
投
与
し
た
豚
は
非

投
与
豚
に
対
し
て
一
日
平
均
増

体
重（
D
Ｇ
）と
、
平
均
出
荷
日

齢
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た

（
表
１
）。

三
、
費
用
対
効
果

今
回
の
試
験
成
績
を
も
と
に
、

飲
水
投
与
の
コ
ス
ト
試
算
を
行

い
ま
し
た
。

●
ワ
ク
チ
ン
費
用

子
豚
一
頭
あ
た
り
1
・
1
ド

ー
ズ（
飲
み
こ
ぼ
し
に
よ
る
ロ

ス
分
を
含
む
）必
要
と
し
て
、

4
2
2
円
×
1
・
1
D
z
＝

写真１.小腸粘膜の肥厚

写真３.設置式飲水桶

写真４.ワクチン溶液の調製

写真５. 飲水桶を使った投与

写真２.投与器を使った投与

4
6
4
円

●
削
減
可
能
な
飼
料
費
用

肥
育
後
期
飼
料
単
価
1
0
0

円
／
㌔
㌘
×
一
日
平
均
飼
料
摂

取
量
3
・
6
㌔
㌘
×
平
均
出
荷

日
齢
短
縮
12
日
＝
4
3
2
0
円

以
上
の
試
算
か
ら
、
一
頭
あ
た

り
▼
3
8
5
6
円
の
費
用
対
効

果
が
得
ら
れ
ま
し
た（
当
研
究

所
に
お
け
る
試
算
）。

注
意
事
項

経
口
生
ワ
ク
チ
ン
は
要
指
示

医
薬
品
の
た
め
、
利
用
に
あ
た

っ
て
は
担
当
獣
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
に
使
用
さ

れ
て
い
る
ロ
ー
ソ
ニ
ア
菌
は
薬

剤
に
非
常
に
弱
く
、
抗
生
剤
の

ほ
か
洗
剤
や
水
道
水
中
の
残
留

塩
素
に
よ
っ
て
も
力
価
が
低
下

し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
最
大
限

に
活
か
す
た
め
、
投
与
前
に
は

飲
水
桶
を
き
れ
い
な
水
で
十
分

に
洗
浄
し（
可
能
で
あ
れ
ば
洗

浄
後
に
蒸
留
水
を
か
け
流
す
）、

投
与
後
に
は
浸
水
桶
を
洗
浄
・

消
毒
の
う
え
、
日
光
に
晒
す
、

煮
沸
を
行
う
な
ど
の
方
法
で
残

留
塩
素
を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

増
殖
性
腸
炎
対
策
と
し
て
抗

生
剤
の
飼
料
添
加
を
さ
れ
て
い

る
農
場
が
多
い
と
推
察
し
ま
す
。

近
年
、
耐
性
菌
対
策
と
し
て
抗

生
剤
の
予
防
的
な
使
用
は
規
制

さ
れ
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。
抗

生
剤
の
使
用
は
な
る
べ
く
減
ら

す
方
針
で
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

ワクチン投与 頭数 １頭あたり
平均接種ドーズ 平均出荷日齢 平均DG±SD（g）

＋ 31 0.95 169 821 ± 79.3a

－ 30 － 181 755 ± 106.3b

※a,b 異符号間で有意差あり（P<0.05）

山形県農業総合研究センター
養豚研究所　

横　内　　耕

飲水投与法による
豚増殖性腸炎ワクチンの
効果検討
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斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防

除
対
策

水
稲
栽
培
と
カ
メ
ム
シ
の
こ
れ

ま
で水

稲
栽
培
に
お
け
る
カ
メ
ム

シ
と
の
戦
い
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
、
1
9
5
0
年
代
は
葉
や

茎
を
吸
汁
し
生
育
を
阻
害
し
、

収
量
に
影
響
を
及
ぼ
す
イ
ネ
ク

ロ
カ
メ
ム
シ
や
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

な
ど
が
主
要
な
害
虫
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
コ
メ

の
品
質
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
斑
点
米
を
作
る

カ
メ
ム
シ
類
が
主
要
種
と
な
っ

斑点米カメムシ類・
　　　いもち病の防除対策

寒河江 　康　太山形県病害虫防除所庄内支所  防除員

前
頃
ま
で
に
地
域
一
斉
で
草
刈

り
を
行
い
、
畦
畔
の
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
の
密
度
を
低
減
し
、

水
田
内
へ
の
侵
入
を
抑
え
る
こ

と
が
重
要
で
す（
図
１
）。
ま
た
、

水
田
内
の
雑
草
も
同
じ
く
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
内
に
誘

引
す
る
要
因
に
な
る
の
で
、
除

草
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

出
穂
後
の
草
刈
り
の
注
意
事
項

た
だ
し
、
出
穂
期
以
降
の
草

刈
り
は
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

を
水
田
内
に
追
い
込
み
、
む
し

ろ
斑
点
米
被
害
を
引
き
起
こ
す

要
因
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要

侵
入
前
に
草
刈
り
を
徹
底

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
は
イ
ネ

よ
り
も
そ
の
他
の
イ
ネ
科
・
カ

ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
等
の
雑
草
に
多

く
寄
生
し
て
い
ま
す（
特
に
メ

ヒ
シ
バ
や
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ
な
ど
、

写
真
４
）。
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ

リ
グ
サ
科
雑
草
は
水
田
畦
畔
を

含
め
道
路
法
面
、
農
道
等
い
た

る
と
こ
ろ
に
存
在
し
、
斑
点
米

カ
メ
ム
シ
類
の
生
息
場
所
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
水
田
畦
畔
は
斑
点
米
の
発
生

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
斑
点
米
を
低
減
す
る
た

め
に
は
、
イ
ネ
の
出
穂
２
週
間

て
い
ま
す
。
斑
点
米
と
は
、
カ

メ
ム
シ
が
籾
を
吸
汁
し
、
そ
こ

か
ら
カ
ビ
な
ど
の
微
生
物
が
侵

入
し
、
玄
米
が
着
色
し
て
し
ま

っ
た
も
の
で
す（
写
真
１
）。
山

形
県
で
は
1
9
9
9
年
に
斑
点

米
の
多
発
生
が
問
題
と
な
り
、

そ
の
時
は
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ

ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ（
写
真
２
）が

主
要
種
で
し
た
が
、
2
0
0
8

年
以
降
は
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ

メ（
写
真
３
）の
生
息
域
が
拡
大

し
、
現
在
で
は
こ
の
２
種
が
主

な
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

で
す
。
山
形
県
の
場
合
は「
出

穂
期
以
降
の
草
刈
り
は
原
則
行

わ
な
い
」と
し
て
い
ま
す
が
、

「
や
む
を
得
ず
草
刈
り
を
行
う

場
合
は
薬
剤
散
布
の
直
前
に
実

施
す
る
」こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
比
較
的
残
効
の
長
い
ア

ル
バ
リ
ン
剤
、
ス
タ
ー
ク
ル
剤
、

キ
ラ
ッ
プ
剤
の
い
ず
れ
か
を
散

布
し
た
場
合
に
は
散
布
後
１
週

間
は
草
刈
り
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
薬
剤
散
布
を
し
て

か
ら
草
刈
り
を
行
う
ま
で
の
期

間
が
あ
い
て
し
ま
う
と
、
水
田

内
へ
追
い
込
ま
れ
た
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
に
加
害
さ
れ
る
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
防
除
時
期

は
穂
揃
期
及
び
穂
揃
期
７
～
10

日
後
の
２
回
防
除
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生
状
況
・
発
生

予
報
に
つ
い
て
は
、
病
害
虫
防

除
所
が
発
表
す
る
発
生
予
察
情

報
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

い
も
ち
病
の
防
除
対
策

収
量
に
直
結
す
る
い
も
ち
病

写真２.アカヒゲホソミドリカスミカメの成虫
（体長5～6mm、赤い触覚が特徴）

写真３.アカスジカスミカメの成虫
（体長4.6～6mm、背中の筋と赤い太ももが特徴）

写真１. 斑点米カメムシ類による被害

写真５. 葉いもちの病斑

写真６. 葉いもちによるズリコミの様子

図１. 斑点米カメムシ類防除対策

（出典：山形県「令和５年農作物病害虫防除基準」）

写真７. 穂首に発病した穂いもちの様子 写真４.アカスジカスミカメが好むイヌホタルイ

い
も
ち
病
は
、
い
も
ち
病
菌

が
イ
ネ
の
葉
や
穂
に
感
染
し
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

葉
に
感
染
し
て
紡
錘
形
の
病
斑

（
写
真
５
）を
つ
く
り
、
発
生
が

激
し
い
場
合
に
は
稲
体
の
枯
死

（
ズ
リ
コ
ミ
、
写
真
６
）を
引
き

起
こ
す「
葉
い
も
ち
」、
穂
首
に

感
染
し
て
白
穂
や
充
実
不
足
の

原
因
と
な
る「
穂
い
も
ち
」（
写

真
７
）が
主
な
症
状
で
す
。
水

稲
に
感
染
す
る
時
期
に
よ
っ
て

呼
び
名
が
変
わ
り
ま
す
が
、
原

因
と
な
る
の
は
同
じ
い
も
ち
病

菌
で
す
。
近
年
は
品
種
や
薬
剤

の
効
果
で
、
甚
大
な
被
害
に
な

る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
葉

い
も
ち
の
多
発
は
穂
い
も
ち
の

多
発
に
直
結
す
る
た
め
、
葉
い

も
ち
の
段
階
か
ら
し
っ
か
り
と

防
除
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

早
期
発
見
で
適
切
な
防
除
を

７
月
は
、
葉
い
も
ち
の
発
生

が
見
ら
れ
始
め
る
時
期
で
す
。

イ
ネ
の
茎
数
が
多
く
葉
色
が
濃

い
状
態
は
、
株
間
の
風
通
し
が

悪
く
い
も
ち
病
菌
が
感
染
し
や

す
い
環
境
で
す
。
葉
い
も
ち
の

感
染
好
適
条
件
は
最
低
気
温
が

15
℃
以
上
、
降
雨
な
ど
高
湿
度

条
件
に
よ
る
長
時
間
の
葉
面
の

濡
れ
が
続
い
た
時
で
す
。
感
染

が
起
こ
り
や
す
い
降
雨
日
の
数

日
後
、
注
意
し
て
圃
場
を
見
回

り
、
い
も
ち
病
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
い
も
ち
病
の

病
斑
を
発
見
し
た
場
合
は
、
早

め
に
薬
剤
に
よ
る
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
特
別
栽
培
な
ど
で

使
用
で
き
る
農
薬
が
限
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
出
荷
先
の
Ｊ
Ａ

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。




